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人種・家族・コミュニティ

-August Wilsonの SevenGuitarsにおける

人種的抵抗の精神とコミュニティの歪みー

中山大輝

イントロダクション

アフリカ系アメリカ人／~I]作家オーガスト・ウィルソン (August Wilson) 

は、 20-1仕紀におけるアフリカ系アメリカ人民衆史を 10年侮に 1作、全 IO

作で描くビッツバーグ・サイクル (PittsburghCycle) を完成させた。ピッツ

バーグ・ヒル地区を中心に据えた本サイクル削は、単に 20世紀の 100年の

みならず、 1619年、すなわちアフリカ人奴隷が初めてアメリカに連れてこ

られてからの約 390年以上の歴史をもその照射範囲に収める。したがって、

ウィルソン及び本サイクル削研究において、アフリカ系アメリカ人たちの人

種的歴史とその継承の原要性は、多くの先行研究が明らかにしている l。ウ

ィルソンは、 DavidSavranとのインタビューで、あらゆる芸術は政治的であ

り、自身のサイクル劇が、確固たるアイデンテイティを築けずにいる同胞た

ちに、自身の人種意識の党醒を促すことを期待する、と明かしている

(Savran 37)。そのためにも彼は、自らの人種的歴史・芸術の価値を認識す

る必要性を訴える。 ChristopherBigsbyとのインタビューで、ウィルソンは

以下のように述べ、過去との繋がりが断たれているアフリカ系アメリカ人た

ちをめぐる現状に懸念を表す。

No one bothered to tell them. These kids today in 1991 don't even know 

about those people. ~art of their lives and their 
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connection to it. I think this is a flaw in African American culture. That con-

~- Unless we acknowledge a common past, we can't have a 

common present or a common future, and you have to make an intelligent 

decision about where, as a people, we are going, how we are going to partici-

pate in this society. (Bigsby 212; underline mine) 

1991年当時、自らの人種的歴史とその繋がりについて、アフリカ系アメリ

カ人の子供達が何も知らないと、ウィルソンは語る。新たな世代を担う子孫

は、自らの祖先、ひいては自身の両毅が置かれた状況すら知らず、そのよう

な現状をウィルソンは過去との繋がりが断たれていると指摘する。これは、

家族の歴史が彼らの人種的歴史と関連することを意味する。家族を通した自

身の人種的歴史を認識することにより、彼らは黒人共同体としてアメリカ社

会へ参画していくことができるとウィルソンは主張する。

しかし、本稿で扱うサイクル靡lj第7作、 SevenGuitarsでは、アフリカ系

アメリカ人たちによる人種的歴史の継承にまつわる新たな一面が提示され

る。黒人としての人種意識に早くから目覚めたアフリカ系アメリカ人 Hed-

leyは、夢のなかで亡くなった父に出会う。夢のなかで彼は父の辿志を継承

し、白人を敵対視するとともに、アフリカ系アメリカ人たちの独立を掲げる

ようになる。家族の歴史の中に黒人という人種意識を見出し、それを自らの

拠り所にする Hedleyだが、皮肉にもその抵抗の梢神が彼を同族殺人へと駆

り立てる。この同族殺人は、人種的歴史の継承に新たな問題を投げかける。

いったいそれは何を意味するのか。以上を踏まえて本稿は、登場人物と彼ら

の家族・コミュニティとの関係性、そしてその関係性がもたらす黒人間暴力

に落目しながらウィルソンのサイクル劇第 7作、 SevenGuitarsを読み解き、

アフリカ系アメリカ人たちの人種的歴史の維承と人種的抵抗が学む問題系を

考え直すものである。
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1940年代のアフリカ系アメリカ人をめぐる状況

1948年のビッツバーグ・ヒル地区を舞台に据えた本作では、アフリカ系

アメリカ人の権利拡大が描かれる。プルース・シンガーの Floydは、かつて

逮捕された時に課されていた刑務労働に対する賃金の支払いを求めたが、そ

の労働を証明する用紙がないとの理由で支払いを拒否されてしまう (Seven

GuilaI-s33)。しかし、支払いを拒否した受付の女性は、 Floydが黒人だから

という理由で支払いを拒んでいるのではなく、正規の手続きを経ていない点

を指摘し、彼に明日来るよう告げる。彼女は Floydを人種差別せず、彼にも

賃金を受ける権利を認めている。これまでの歴史と比べ、アフリカ系アメリ

カ人たちに一定の権利拡大が見られるだろう。しかし Floydが権利を行使す

るには、彼女の指示に従わなければならない。正規の手続きを経ることは、

白人が築き上げた体制に迎合する黒人のみ、社会が権利を与えることを意味

する。

第一硲第五場、登場人物たちはラジオから流れる JoeLouisとBillyConn 

の試合を聞く。黒人ボクサー Louis対白人ボクサー Connという構図は、黒

人対白人という二項対立を容易に連想させ、人種間の対立を想起させる。事

実、 JoeLouisが BillyConnをノックアウトしたアナウンスが流れると、登

場人物たちは白人に対する黒人の勝利に歓喜する。ウィルソン自身も、

Carol Rosenとのインタビューにて、 JoeLouisが登場人物たちにもたらす人

種意識についてふれる。 JoeLouisが表象するのは、リンチや人種差別など、

アフリカ系アメリカ人たちが経験してきた人種的圧制と彼らの苦難の歴史に

対する彼らの反応であり、常に勝利を収め統ける JoeLouisは、登場人物た

ちに人種意識と勇気を与えてくれる、とウィルソンは述べる (Rosen201)。

Joe Louisの勝利は、白人と黒人の上下関係の逆転を示唆し、黒人に人種的

抵抗の精神・希望をもたらす。白人たちの不条理な抑圧の打破、すなわち黒

人ボクサーが白人ボクサーを破ることは、白人たちの人種的圧制を受け続け
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てきた彼らの人種意識を高揚させる。しかし前述した通り、 JoeLouisの勝

利は、白人社会の正規の手続きを経た結果であることに留斌すべきである。

FLOYD : [...]. If I go out there and punch a white man in the mouth, they 

give me five years even if there ain't not witnesses. Joe Louis beat up 

a white man in front of a hundred thousand people and they give him 

a million dollars. Now you explain that. 

RED CARTER: He got a license and you don't. he's registered with the 

government and you ain't. (Seven Guita,:~ 58) 

試合をラジオでlltlいていた Floydは、自身と JoeLouisとの待遇の差が歴然

としていることに疑問を抱くが、 Floydのバンド・メンバーの一人、 Red

Carterはこれについて、ライセンスを持つか否かの違いであると説明する。

政府の認可を享受することは、 JoeLouisが政府、そして白人社会の法と秩

序を受け入れることを意味する。さらに、彼の試合がラジオで中継されるこ

とにより、ラジオ局は全米のリスナーを獲得する。ジェームス •M· バーダ

マンは、「実際、大半の黒人は枢軸国との戦いを、平等を獲得するための自

分自身のための戦いと猿ね合わせて考えていた。ヘビー級ボクシング・チャ

ンピオンのジョー・ルイスは、当時すでに白人ボクサーを負かしたアフリカ

系アメリカ人英雄としてあがめられていたが、その黒人ヒーローが米陸軍に

志願したとき、彼は国民的英雄になった。」（バーダマン 184) と述べ、第二

次世界大戦とアフリカ系アメリカ人の人種的抵抗との関連性について、 Joe

Louisが黒人ヒーローから、国民的英雄へと変化したと論じる。 JoeLouis 

は、白人中心の社会秩序を受け入れることにより、大衆からの注目を浴び

る。その彼がラジオで中継されれば、登場人物たちが歓喜するように、全米

のリスナーを惹きつけるに違いない。それはつまり、ラジオ局に利潤がもた

らされることであり、 JoeLouisは国民的英雄というシンボルだけではなく、

「アメリカのプロパガンダのツールになることで名声を得た」 (Grant157) 
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という NathanGrantの言業が示すように、アメリカ社会に迎合し、その法

・秩序・経済に貢献する従順な黒人を表象するシニフィアンとしても機能す

ると解釈できる。

このように読むと、ウィルソンのサイクル）剥で描かれるアメリカ社会は、

そこに益する黒人のみを迎え入れるが、それ以外の黒人は、そこでは周縁化

を被ると考えられる％ Floydは窃盗と疑われ、 "worthless" (Seven Guitars 9) 

の容疑で、 Floydのバンド・メンバーの一人 Canewellは、道端でハーモニ

力を演奏しただけで、「秩序を乱し、法を侮辱した」容疑で、それぞれ逮捕

される (SevenGuitars 23)。法を司る啓察にとって窃盗・無秩序化は、アメ

リカ社会の法と秩序に反旗を翻す反乱分子にほかならない。だからこそ、

Red Carterの「かつて法が許可する以上の金額を所持していたために逮捕さ

れた。」 (SevenGuitars 42) という発言が示すように、警察はそのような無

法者を法の名の下で逮捕し、支配・管理すると考えられる。白人たちのこの

ような圧制に対し、登場人物たちは銃をはじめとした武器を携行する。 38

口径のピストルを所持する Floydは「銃を見せつけるように持ち歩き、瞥官

のそばを歩いてみろよ。あいつらは何もしてこないだろうよ。」 (SevenGui-

tars 42) と語り、人種的抵抗の精神を表す。典味深い点は、銃がアフリカ系

アメリカ人の男性の暴力性を表象し得る点である。本作の舞台である

Boarding houseの管理人を勤めるアフリカ系アメリカ人女性 Louiseは、か

つての愛人が樅いていった 32口径の銃を今でも所持しているが、彼女はそ

の銃さえあれば、男は必要ないと主張する (SevenGuitars 19)。その理由に

ついて彼女は次のように述べる。

LOUISE : What good it get her? She ain't none of them now. She lucky she 

living. Who need that kind of love? ~round and the 

~- What she got? Went from two to sometime one to none 

or ducking and dodging bullets... for what? For love? No thank 

you, I don't need me no love. (Seven Guitars 31 ; underline mine) 
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彼女は Boardinghouseに引っ越してくる女性 Rubyをめぐる同族殺人に触れ

る。一人は殺されて地面の中、もう一人は殺人罪で牢獄の中にいるという現

状は、一人の女性をめぐって争った結果、二人とも女性を置き去りにしてし

まう、アフリカ系アメリカ人男性に対するアフリカ系アメリカ人女性の苦悩

を物語る。さらにその二人のうち、加害者が被害者を射殺したことが、

Rubyによって語られる (SevenGuitars 73)。これは、アフリカ系アメリカ

人男性が持つ、白人に対する人種的抵抗の象徴である銃が、その力を同胞に

向ける危険性を卒むことを示唆する。

同化主義と分離主義

一周縁化をめぐるアフリカ系アメリカ人たちと彼らの家族

前章で、白人に対する黒人の人種的抵抗の精神が、同じ同胞に向けられる

ことを論じた。それはつまり、人種間に発生する抵抗の精神が、黒人同士の

人種内暴力へと変容することであり、アフリカ系アメリカ人をめぐる家族・

コミュニティの問題を照射する。この点を議論するためにも、人種的圧制を

受け続ける Floydの抵抗について考察していく。第一幕第二場、彼は友人

Veraに手紙を渡し、シカゴのレコード会社 SavoyRecordsから仕事の話を

持ち掛けられていることを打ち明けるとともに、彼女をシカゴに誘う

(Seven Guitars J0)3。しかし、彼は自身の成功と夢について、次のように語

る。

I'm gonna there to take advantage of the opportunity. I'm gonna put out 

some more records. I know what will make a hit record. I leave here on the 

Greyhound and I bet you in one year's time I be back driving a Buick. Might 

even have a Cadillac. [... J. The white man ain't the only one can have a 

car and nice furniture. Nice clothes. (Seven Guitars 80) 
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シカゴヘは高速バスを使ったとしても、復路は Buickもしくは Cadillacな

ど高級車を乗り rn1し、高級家具を持つのが白人だけではないと、 Floydは主

張する。黒人文化を表すプルースを使って白人の1仕界に同化することは、彼

が他の登場人物たちから自己疎外することを示唆する。彼の最優先事項はシ

カゴでレコードを生産することだと他のバンド・メンバーに伝えるが、その

メンバーである RedCarterからは、自分の名前ではなく、 Floydの名前しか

レコードに載らないと指摘される。レコードの生産餓が増えれば、それだけ

Floydは認知されていくが、彼のバンド仲間の名声は広がらない。事実、本

作ではラジオから何度かllllが流れるが、その全てが FloydBartonのレコー

ドであり、この状態はまさにラジオで試合が中継されていた JoeLouisを想

起させる。つまり、ラジオを通じて FloydBartonの人気は拡大していくが、

他のバンド・メンバーは有名にならず、依然として社会から認知されない。

これは、前述した JoeLouis同様、 Floydが本作で描かれるアフリカ系アメ

リカ人共同体からの分離と白人社会への同化に憧れていることを意味す

る％

重要なことは、家族にまつわる Floydの過去が、白人社会への彼の同化願

望に及ぽす影響である。第一癖第四場、 FloydはCanewellと共に母の硲参

りに訪れたことを語る。

FLOYD : Me and Canewell went out there. They got her buried over in the 

poor-people part. Took me three hours to find the grave. They let the 

grass grow all over. I took and pulled up the grass and cleaned off her 

grave. Said I was gonna get her a marker. And that's what I'm gonna 

do. Because when I leave this time I ain't planning on coming back. I 

get her marker and I won't owe nobody nothing. (Seven Guita1:1・ 51) 

Floydの母が祀られている場所は、貧困に苦しむアフリカ系アメリカ人たち

の墓所であり、 Canewell日く、いかなる理由で死のうとも、この墓所に葬
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られる (SevenGuitars 51)。雑草がいたるところに生い茂り、母の墓を見つ

けるだけで 3時間もかかることは、アフリカ系アメリカ人たちが自らの祖先

及び彼らの人種的歴史に関心を寄せなくなったことをII音示する。 Floydは母

の墓を掃除し、墓標を用意するなど、自らの親に対して敬意を表しているよ

うに読むことはできるかもしれない。しかし彼は、墓標を用意し、母を祀っ

た後、二度と戻らないつもりであり、貧困に別れを告げる決意を固めてい

る5。ただ、 JoeLouisを応援することから、 Floydは白人に摘れているとい

うよりむしろ、母のように、誰が埋葬されているのか分からないような死と

貧困の恐怖から逃れようとしていると考えた方が良いだろう。

このようにして人種間の問題が、アフリカ系アメリカ人の家族と歴史の関

連性という黒人内部の問題へと変容するが、エンデイングで Floydを殺して

しまう Hedleyの同族殺人は、この問題の新たな側面を提示する。第二器第

四場、 HedleyはVeraに、夢のなかで父に会ったことを告げる。

HEDLEY : [...J. I go home and my daddy he sitting there and he big and 

black and tired taking care of the white man's horses, and I say, 

"How come you not like Toussaint L'Ouveture, why you do noth-

ing?" And he kick me with him boot in my mouth. I shut up that 

day, you know, and then when Marcus Garvey come he give me back 

my voice to speak. [...J. So I dragged him with me these years 

across an ocean. Then my father come to me in a dream and he say 

he was sorry he died without forgiving me my tongue and that he 

would send Buddy Bolden with some money for me to buy a planta-

tion. [...J. Joe Roberts is a nice man. I told him about Toussaint 

L'Ouverture and my father and Joe Roberts smile and he say he had 

something to give me. And he give me this. 

(He takes out a machete that is wrapped in his burlap apron, crosses 

over, and sits on his too...) 
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Now Hedley ready for the white man when he come to take him away. 

(Seven Guitars 86-87) 

かつて学校で ToussaintL'Ouve1tureを習った Hedleyは、そのことを父に尋

ねる。ハイチの独立運動の指導者として名高い ToussaintL'Ouvertureだが、

Hedleyは父にそのような男にならない理由を尋ねる。それを1itjいた父は

Hedleyの口を蹴り、二人は和解することなく、父がこの1仕を去ってしまう。

しかし、 Hedleyは夢のなかで父と再会し、 BuddyBoldenに託した現金でプ

ランテーションを買うよう告げられる。プランテーションで過去にアフリカ

系アメリカ人たちが奴隷として労働を強いられていたのは周知の事実であ

り、そのプランテーションを白人の手から買い戻す行為は、白人の支配から

の脱却にほかならない。 JoeRobertsから譲り受けたナタは、そのような父

から託された人種的抵抗の精神を象徴するシンボルとして機能する％

しかし、親子のこの対話が Hedleyの夢のなかで行われた点には留意すべ

きである。 BrendaMurphyはHedleyの名前と親子関係に注目し、次のよう

に論じる。

Hedley associates Bolden and his nickname King with both his pride and his 

difficulties with living in the world the way it is. [...J, he says, remember-

ing that he has killed a black man for refusing to call him King. [...]. It is 

the connection between Bolden and his father that dominates Hedley's imagi-

nation, however, and that finally results in Floyd's death. (Mmphy 129) 

Hedleyの名は、彼の父が神と崇める伝説級のトランペット奏者 Buddy

Boldenにちなんで Kingと名付けられた。彼はその Kingという名に誇りを

感じていたが、同時にその名が悲削を起こす。彼は過去に犯した同族殺人の

経緯を語る。
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HEDLEY : He would not call me King. He laughed to think a black man 

~. so I told him to call 

me the name my father gave me, and he laugh. 

Everybody say Hedley crazy cause he black. Because he know the 

place of the black man is not at the foot of the white man's boot. 

[...J. ~- Like Jesus Christ was a big 

man. He was the Son of the Father. I too. I am the son of my father. 

[...]. But for himself inside... that place where you lIVe your own 

special life.．． I would be happy to be big there. And maybe my 

~-1 think about that. 

Somebody have to be the father of the man to lead the black man out 

of bondage.[... ].~ 

I could be the father of someone who would not bow down to the 

~- Hedley is looking for a woman lie down with and make 

; underlines mine) his first baby. (Seven Guitars 67-68 ; underli 

注目すべきは、 Hedleyの名 “King’'が違う意義を幣びる点である。彼はか

つて、自分の名前 “King’' を呼ぶことを否定した男を殺してしまう。 Hedley

自身は誇り高い自身の名を失うことを恐れたが、殺された男性は、黒人が王

になることなどあり得ないと一笑にふす。これは、 BuddyBoldenにちなん

でつけられた “King" という名が、「王」という意味を持つことを意味する。

Kingはそのような人種的解放を果たす息子を持った僻大な父になりたいと

思うようになるが、現実では、そのような解放運動を指禅する父は存在しな

い。ウィルソンのサイクル削第 1作Jitneyでは、タクシー会社の所長

Beckerとその息子 Boosterの軋礫が第一碓終盤で描かれるが、 Beckerは、

息子と要の生活を守るために、白人地主に頭を下げる。しかし息子の

Boosterはそのような父の姿を受け入れられず、再び Becker家を1欺大にする

ために付き合っている白人女性を銃殺し、死刑判決を受ける (Jitney56-
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60)。Jitneyで見られた親子Ilりの軋礫は、本作 SevenGuitarsでも見られる。

前述した引用が示す通り、 Hedleyの父は白人が所有する馬の世話をしてい

た。現実の父は、家族に対する貨任を果たすため、白人社会に屈する7。し

かし、それを見つめる息子は、父親を人種的抵抗の梢神を体現、またはその

精神を息子に覚醒させる存在として自らの中にイメージを作り上げる。だ

が、所詮それはイメージに過ぎず、息子が描いた理想的父親像は、現実の父

親と乖離していく。 Hedleyの発言が示す通り、自身の内側の批界のみ、彼

は嬉々として偉大になれるのである。そして殺害を起こす原因となった

"King’'の表象と、 Hedleyが描く歪んだ父親像が、さらなる問題を引き起こ

す。

人種間から人種内ヘー黒人独立の夢と黒人共同体の歪み

その一つが、 HedleyとRubyとの性交である。第二沿苓第五場、ベンチに

座っていた Hedleyは、 Rubyに強引にキスを迫る。 StevenC. Tracyはこの場

面について、 Hedleyが家父長的な権力を欲していると論じる (Tracy67-

68)。また HermanBeaversは、 Hedleyが女性を男性の支配下に置き、男性

中心的イデオロギーを再生産する存在だと分析する (Beavers 116-117)。ウ

ィルソン演削において、男性中心的・家父長的イデオロギーがあることは

度々論じられるが、はたしてそうなのだろうか。本作のこの場面では、 I-led-

leyが Rubyと性交することになるが、その時に彼は謎めいたセリフを発す

る。

HEDLEY : [...]. I am a warrior. [... ]. ~... the 

flesh of my flesh, my seven generations... and you laugh at me! 

You laugh at Joe Louis'father!~ 

~dom.You 

think I am a clown. I am the lion of Judah ! 
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(Seven Guitars 89 ; underlines mine) 

軍要なことは引用下線部に示された歴史表象と家族との関係性である。

"Queen of Sheba"すなわち「シバの女王」は旧約聖書に登場する女王の名

だが、 Hedleyの祖父は Johnthe Baptistと、洗礼者ヨハネと名のる男に洗礼

を受ける (SevenGuitars 25)。そのI(ILを引き継いだ Hedleyは以下の引用が

示すように、聖書の一節をしばしば語る。

HEDLEY: Yes, the Bible says Ethiopia shall rise up and be made a great 

kingdom. Marcus Garvey say the black man is a king. 

(Seven Guita,.s40) 

Hedleyは型魯の一節を引き出し、エチオピアがいつか立ち上がり僻大な王

国になるとともに、黒人が王になるという MarcusGm-veyのセリフを伝え

る。聖書に度々触れることは、 Hedleyが祖父の教えを今でも大切にしてい

ることであり、人種的歴史を腺重する Hedleyの態度を示す。エチオピア

は、周知の通り、戦間期にイタリアに征服されるまで欧米帝国主義の植民地

支配を逃れ続けてきた。米国黒人向上協会 (UniversalNegro Improvement 

Association: UNIA)の設立に関わり、「アフリカに戻ろう」 (back-to-Africa)

というメッセージで有名なマーカス・ガーヴェイの言業を用いて国家建設の

夢を語ることは、 Hedleyの分離主義的な人種的独立の願望を物語る。祖父

から人種的歴史を継承し、父の中に人種的抵抗・独立の精神を見出したうえ

で、 Rubyと交わり、彼女の子と 3人で王国の建設を夢見ることは、家族の

歴史がアフリカ系アメリカ人たちの人種的歴史と国家の歴史を表象するだけ

ではなく、家族表象が国家形成の根幹に底流していることを意味する。 Hed-

leyが新たな国家建設の夢を果たすには、 Rubyの協力が不可欠だと考えら

れる。事実、彼女は、 Hedleyとの性交について、「あの人は父親になりた＜

て、それがこの子にとって必要なものなの」 (SevenGuitars 95) と語り、そ
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の後、妊娠している子を Hedleyの子にするとしている。彼女自身は、 Hed-

leyが語っていることをよく分かっていないと言っているが、人種、識の拠

り所となる父親が必要だということは彼女も認識しており、子の養育におけ

る夫婦・男女間の協力を重要視している。

しかし、父に出会った夢と人種的抵抗の梢神は、 Hedleyが勝手に父の中

に見出したものであることを忘れてはならない。そして、 Hedleyが夢見る

分離主義的な人種的抵抗・独立の梢神が、エンディングの同族殺人という悲

削に1伽舒する。第二猫第八場、 Floydは銀行強盗で入手した現金を隠してい

るところを Hedleyに見つかる。 Floydに一度追い返された Hedleyは父から

託されたナタを持って登場し、 Floydの喉を突き刺す。 DavidG. Arnoldは第

一猫のエンデイングで Hedleyが雄鶏を殺す場Ifiiと今回の同族殺人とを関連

付け、雄鶏を殺す儀式が Floydの死の予兆を示すと論じる (Arnold219)。

第一猫の終盤、雄鶏の声に11笥る Floydら登場人物たちの前に Hedleyが現

れ、雄鶏を殺してしまう。

HEDLEY:[... J. ~ast. 

Soon you mark my words when God ain't making no more niggers. 

They too be a done thing. This here rooster born in the barnyard. He 

learn to cock his doodle-do. He see the sun, he cry out so the sun 

don't catch you with your hand up your ass or your dick stuck in 

your woman. ~lad to 

see the sun cause there come a time sure enou!!h when vou see vour 

lastda~. 

(Seven Guitars 64 ; underlines mine) 

Hedleyによると、雄鶏は過去の奴隷時代を想起させ、その鳴き声をltrlくこ

とでかつての奴隷たちは生を実感する。奴隷II寺代というアフリカ系アメリカ

人の人種的歴史・辿産を象徴する強烈なシンボルを否定することは、 Floyd

-143-



英米研究第41号

らが自らの人種的歴史を忘却することにほかならない。 HarryJ. Elam, Jr. 

は、この雄鶏殺しと関連付けたうえで、エンデイングにおける Floydの同族

殺人を、白人社会への同化にl童れる Floydのようなアフリカ系アメリカ人の

罪を正す行為と解釈する (Elam72)。同族殺人を通じて Hedleyは、 Floyd

の同化主義の過ちを指摘する。岡本淳子は、そのうえでなお Floydがアフリ

カ系アメリカ人コミュニティに迎え入れられることを論じる。

また、作品のタイトルが「七本のギター』であることを考慇すると、フ

ロイドは死後も共同体の一員であり続けていると解釈することができ

る。確かに彼は、自己本位の成功のために一度は共同体を捨てる。しか

しながら、ヘドリーに殺されることにより、再び共同体の一員となるの

である。……つまり、フロイドは共同体存続のための犠牲となり、その

死をもってアフリカ系アメリカ人の父から子への継承を手助けすること

になる。 （岡本90)

HedleyはFloydを殺すことにより、 Floydが銀行強盗で入手した現金を入手

する。それは、父に託されたプランテーションの購入と人種的独立の悲願を

Hedleyが達成することを示唆する。 Floydが殺され、スケープゴートになる

ことで、 Hedleyは父の遺産の継承を可能にさせる議論は興味深いが、桑原

文子が以下で指摘するように、 Floydの死が偶然の結果であることを忘れて

はならない。

しかし、留意すべきは、ヘドリーはフロイドと認識していたのではな

く、バディ・ボールデンと人違いしたうえで殺害に及んだ点である。ヘ

ドリーの主目的は、父の追産を手に入れることで、その過程で偶然にフ

ロイドが犠牲となったのである。待ちかねていた金を手に入れたヘドリ

ーが驚喜していないことが、彼がフロイド殺しを意図していなかった証

拠である。……しかし、それらの問題点のゆえに彼が死を運命づけられ
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るとする因果応報的な解釈では、彼の別の一面である歩の達成への強い

意志とエネルギーを見落とすことになる。 （桑原279)

確かに、 Floydに賀めるべき点があることは否めない。しかし、それらが原

因で今回の同族殺人が起き、さらに彼らの共同体に迎え入れられたとするの

は、因果応報的な解釈に陥りかねない。事実、 Louiseが Hedleyに指摘する

ように、 1940年代のピッツバーグにはすでにプランテーションが存在しな

い (SevenGuitars 24)。仮に、 Hedleyがプランテーションを購入したとして

も、 DonaldE. Peaseは、 Hedleyが引き起こす新たな暴力について論じる。

When his undead father's violent behavior trespasses into the domain of his 

living son's body, Hedley imagines himself the head of a slave plantation 

where he can daily reenact the black-on-black aggression that his father has 

taught him : [...]. (Pease 8 I) 

それは、父の暴力が Hedleyに刻み込まれ、 Hedleyが他のアフリカ系アメリ

カ人たちを支配する、新たな黒人支配者として浮上することである。 Hedley

は自身の父親像の中に人種的抵抗・独立の精神を見出すが、現金の入手は、

彼の理想と乖離した、新たな同族支配・暴力を意味するだけである。 Hedley

は、 BuddyBoldenから託された現金を使用してプランテーションを購入し、

父との和解を果たすと語るが、夢の中で入手した現金は灰から灰へと舞い落

ちたと彼は言う (SevenGuitars 70)。また、本作のエンデイングで Hedley

はFloydが強盗で手に入れた現金を入手し、 Canewellに見せるが、その現

金は灰のように舞い落ちる (SevenGuitars 107)。これは、実際にプランテ

ーションを購入することはできないが、 Hedleyが父との和解を果たすこと

ができる点を示唆する。しかし、その和解と引き換えに、彼は Floydという

同胞を殺してしまう。彼は、家族を通じて人種的歴史を強く意識し、アフリ

カ系アメリカ人の人種的抵抗・独立という分離主義に執滸するが、その悲願
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が皮肉にも同族殺人を引き起こし、黒人共同体に歪みをもたらす。このよう

にして家族と歴史という個人の問題が、アフリカ系アメリカ人コミュニティ

における人種内、黒人内部の問題として舞台上に描かれるのである。

おわりに

Hedley は、家族とのインタラクションを通じて人種的歴史・抵抗•独立

の精神を党醒させる。また、 Rubyとの性交を通じ、家族表象を新たな国家

建設の夢に重ね合せる。この国家建設の夢はまた、ブラックパワー・ムープ

メント (BlackPower Movement)に連なるプラック・ナショナリズム

(Black Nationalism) を想起させる。 WahneemaLubianoは、プラック・ナシ

ョナリズムと想像上の国家建設について、次のように論じる。

What is the political work of an "imagined community," a "nation?" The 

idea of a "black nation" (with or without territorial sovereignty) is black 

America's popular consciousness of its own being. That consciousness makes 

imagining resistance coherent—both within the minds of individual black 

Americans and the strategizing of black American political groups. It pro-

vides a shorthand for constructing the heroic oppositional subject. That sub-

ject, as masculinist and heterosexist as it is, is a social construct generated by 

the work of the intellectual community of black nationalist cultural commen-

tators, and provides an alternative to the U.S. state's attempt to create its own 

version of a black subject. (Lubiano 163) 

想像の共同体・国家とはアフリカ系アメリカ人の存在を意識することであ

り、対抗軋11となるヒーローを生み出すと Lubianoは主張する。国家建設を夢

見る Hedleyはまさに人種的抵抗・独立の指禅者の親になることに憧れを抱

き、息子を作ることで自らの存在価値を残そうとする。 Hedley自身、白人
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の圧制に対する人種的抵抗の精神を体現し、分離主義的な独立に傾倒する。

しかし、その悲願が、父の中に彼が勝手に見出したものであることには留

意すべきである。彼が描いた父親像は、実際の父親像と乖離していき、彼を

束縛し、同族殺人を引き起こす原因となってしまう。黒人と白人という人種

間の問題が、アフリカ系アメリカ人の家族・歴史という問題になり、さらに

その問題が同族殺人、すなわち黒人コミュニティ内における人種内の11J]題へ

と変容する。 1996年6月26日、プリンストン大学で行われた TheatreCom-

munications Groupの全国大会でウィルソンは、「私の拠って立つ所」 ("The

Ground on Which I Stand") という題の基調講演を行なった。黒人削場の拡

充を訴えたこの講演の中でウィルソンは、アフリカ系アメリカ人としての貢

献、すなわち彼らに特有の文化・芸術を賑璽し、アメリカにいるアフリカン

をはじめとしたあらゆるアメリカ人を包括する価値体系の必要性を訴える

(Wilson 28)。また、同じアフリカ系アメリカ人削作家の Suzan-LoriParksは

エッセイ “AnEquation for Black People Onstage"の中で、黒人を白人のアン

チテーゼとして扱うことをやめるよう主張する (Parks19)。ウィルソンは、

1960年代のプラックパワー・ムープメントに触発されて1§lj作家を志した。

しかし彼は人種の問題を扱いつつも、それをアフリカ系アメリカ人内部の問

題として捉えようする。 RichardPettengillとのインタビューにおいてウィル

ソンは、サイクル｝剖第 6作 TwoTrains Runningを執鰍する時に、文化的同

化主義と分離主義、二つの考えを念頭に懺いていたと語る。そしてその二つ

の考えを二本の列車になぞらえて、以下のように語る。

In this play there are actually three ways you can change your life, but one 

of those ways, Prophet Samuel, is dead, so that one is gone. So there's Mal-

colm X, symbolized by the rally, although he never became as important a 

part of the plays as I originally thought he might. The other way is Aunt Es-

ter, who became more important than I thought she was originally going to 

be. So from my original idea—that there was a character for whom neither 
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train workedーIended up saying that you need both Malcolm X and Aunt 

Ester in order to change your life. (Pettengill 156) 

Two Trains Runningを執鰍する時にウィルソンは、預言者 SamuelとMal-

colm X を重要人物と位置付けていたが、 Samuelが他界し、 MalcolmX も思

い描いていたほど璽要ではなくなり、その代わりとして AuntEsterが浮上

した。 KingHedley[［の前瑚きでウィルソンは、 AuntEsterをサイクル劇で

最も重要なペルソナであると語る (KingHedley II x)。彼女は 349歳、つま

り1619年生まれとして設定されており、これは彼女が奴隷時代から連綿と

続くアフリカ系アメリカ人の歴史を体現する存在であることを意味する％

その上でウィルソンは、アフリカ系アメリカ人たちの人生を変えるために

は、 MalcolmX とAuntEster、二人の存在が必要であると論じる。アフリカ

系アメリカ人の人種的歴史を体現する AuntEsterと人種的解放を急進的に

進めようとした MalcolmXの存在は、 Hedleyの中に見出すことができるよ

うに思われる。しかし、終盤で描かれる Hedleyによる Floydの同族殺人

は、 AuntEsterと MalcolmXの存在を宿すことが困難であることを示唆す

が。それでもなお二人の存在を宿す新たなアフリカ系アメリカ人像を創ろ

うとした。本作 SevenGuitarsは、そのような彼の試みと考えられる。

注

1 Bigsbyはウィルソンのサイクル殷1]について、 “Aboveall, a disregarded history had 

to be reclaimed, a history this time written by those whose experience of America had 

been radically dilTerent from that of the European immigrant." (Bigsby 2-3) と述べ

る。白人が社会の中心に位骰しているアメリカを1-．会において、アメリカの歴史と

は白人の歴史である。媒人はその正史から締め出された存在と考えられる。 Elam

はまた、ウィルソンのサイクル削が “(w)righting"、すなわち．―iE史から抹消され

た黒人たちの歴史を酋き直す (write) と同時に、歴史を正す (right)削であると

論じる (Elam3）。歴史を魯き直し、アメリカの歴史を正すためことは、アフリ

カ系アメリカ人たちが自らの人種的歴史を直視し、語り直すことを滋味する。

2 Jj'ij緑化の例はウィルソンの他の作品でも見られる。 1990年代を描いた彼のサイ
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クルl＼と終作 R'1dioGolfでは、銀行の副社長である Rooseveltが、白人投脊家 Ber-

nie Smithに WBTZラジオ局の買収の話を持ちかけられたことを明かす。

Rooseveltは 1918年に生まれた黒人 OldJoeについて、様々な過去の犯罪歴を暴

蕗し、これ以上に狂っているやつはいないと侮蔑する。また、 1920年代を描い

た作品 MaRaine11's Black Bollomでは、黒人バンド・メンバー 一の人である
Toledoが次のように述べる。

Now you take and eat the stew. You take and make your history with that stew. 

[... l But you look around and you see some carrots over here, some potatoes over 

there. That stew's still there. You done made your history and it's still there. [...]. 

You got some lellovcrs. ［．．．］． See wc's the leIlovcrs. The colored man is the lctl-

overs. Now, what's the colored man gonna do with himselr? That's what we waiting 

to find out. But first we~'S. 
(Ma Rainey's Black Bollom 57 ; underlines mine) 

様々な民族が集まり、シチューを作る。しかしアフリカ系アメリカ人である彼ら

はその残り物であるという。多様な人種で構成されるアメリカの中で、シチュー

はまさにアメリカの歴史であり、正史と言える。そしてその残り物であるという

アフリカ系アメリカ人たちは、まさにアメリカの．il... ＿史から忘れ去られた存在だと

言える。

3 ウィルソンのサイクル削第2作 MaRainey'.1・ Black Bollomは、 1920年代のシカゴ

を舞台に据えている。シカゴのレコーデイング・スタジオを舞台に、黒人バンド

・メンバーと白人プロデューサー述とのインタラクションが描かれており、ウィ

ルソン作品において、シカゴは黒人音楽をめぐる場所として煎要な紅；味を;;i;=びて

いると考えることができる。

4 このような同化主義願望を持つ Floydは、「二煎慈識」（double-consciousness) どナ

想起させる。 W.E. B. Du Bois はその著：f!~ The Souls of Black Folksの中でアフリ

カ系アメリカ人をめぐる二つの、な識を指摘する。

It is a peculiar sensation, this double-consciousness, this sense of alヽvayslooking at 

one's self through the eyes of others, of measuring one's soul by the tape of aヽvorld

that looks on in amused contempt and pity. One ever feels his two-ness,—an Ameri-

can, a Negro ; two souls, two thoughts, two unreconciled strivings ; two warring 

ideals in one dark body,、vhosedogged strength alone keeps it from being torn asun-
der. 

The history of the American Negro is the history of this strife,—this longing to al-

lain self-conscious manhood, to merge his double self into a better and truer sell: 
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(Du Bois 2) 

20世紀を生きるアフリカ系アメリカ人たちは、黒人と白人、双方の社会から自

らを評価していた。だが、彼らは自らを股み、白人社会に憧れる。その中で彼ら

は相反する感情を受け入れ、具の自分になろうとする。そのような梢神的窮藤を

Du Boisは二煎意識と呼んでいた。本作における Floydも焦人として白人社会に

抵抗しつつも、白人社会に羨望を抱き、その中に自己をIFiJ化させようとしている

のが分かる。

5 Floydを駆していた白人 Mr.T. L. Hallは、偽の保険を販売した容疑で逮捕され

るが、その動機もまた、他の人々と同じように、貧しい人間になりたくなかった

ことであることが明かされる (SevenGuitars 85)。彼の逮捕は、決して白人全員

が裕福であり、黒人全員が貧困だという二項対立が成立しえないことを指し示

す。

6 本作では、ナタと銃が白人に対する人種的抵抗の精神を象徴するシニフィアンと

して機能するが、 Floydはナタと銃について “Naw.Naw. Not in nineteen forty-

eight. That's why we won the war. We had bigger guns. You can't fight with knives no 

more. They got the atomic bomb and eve1-ything." (Seven Guitars 44) と述ぺている。

本作が設定されている時代は第二次世界大戦が終了した後の時代であり、ゆえに

白人がかつての大戦で1l]いた原子材綽iiは当時の科学の先進性を示す。このような

時代の先進性を示す銃や原子燥弾に対し、ナタは屠殺やサトウキビの収穫に使わ

れるなど、アフリカ系アメリカ人の歴史・伝統を表象する。銃に対する Floydの

執心は、黒人の人種的歴史・伝統を捨象し、白人世界に自己を見出そうとする彼

の同化顧望を意味する。一方で、銃を否定し、ナタに執滸する Hedleyは、論じ

た通り、白人社会を否定し、黒人たちの人種的歴史・伝統に自己を見出そうとす

る。この点でも、人種II0の問題が人種内の問題として扱われていると考えられる

だろう。

7 t牝志雅之は、ウィルソンのサイクル/~lj 第 3 作 Fences を扱い、家族を投うために

白人社会に屈する黒人の父栽 Troyを分析している。その中で賀志は、家族の扶

養によって Troyは自身の家父長的易性性を保持するが、同時にその保持が白人

社会での経済差別を示すと論じている（貨志2002;138)。本稿で分析した Seven

Guitarsにおける Hedleyの父親も、経済差別に苦しみつつも、 Hedleyの扶投に執

滸するのである。

8 当然ながら、 349年も生き続ける人間が存在するはずもなく、 AuntEsterは、そ

の名を次代の AuntEsterになるアフリカ系アメリカ人女性に継承させていること

が、ウィルソンのサイクル/~lj 第 9 作、 Gem of the Oceanで語られている (Gemof 
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the Ocean 42-43)。1619．年からその歴史をl..l承で維承していくことは、 AuntEster 

の存在と名が彼らアフリカ系アメリカ人の人種的歴史・伝統を示していることを

滋味する。

g ・n志は、ウィルソンのサイクル1§lJ最終作 RadioGoりを扱い、 Itij化主義や分離主
義とは述う新たな路線とオバマが掲げた人種的公．iEの精神との近似性を指摘する

が、この新たな路線が困難な目標であり、人種内対立によって未だ達成できてい

ないということを論じる (tt志2014;38)。AuntEsterとMalcolmX、二人の存在

を宿しながらコミュニティ内の結束をl叉lることが、ウィルソンが11指すl.：li漿の一

つであったと考えられる。
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